
















































 経念の総会は毎年 1 回 1 月の第二日曜日に行われている。現在は集会所（経念生活改善センタ
ー）で行われているが、集会所が建つ以前は区長の自宅で行われていた。たいてい区長になる人
の家は大きかったそうで、総会の後はそのまま飲み会などをすることもあったそうだ。 





 古蔵の年間行事や活動としては、4 月の春の祭り、9 月の秋の本祭りなどがあり、年に 2、3 回
古蔵地区全体での用水路や神社の草刈りや清掃の行事があり、清掃後には 1 人 500 円で参加でき
るバーベキューも行われているようだ。他にも年に 1 回、古蔵地区での日帰りの旅行があるのだ
が、これは役員でも何でもない世話好きの人たちが計画して行っている（古蔵、男性、72歳）。 
 古蔵の運営は区長 1 名、副区長 1名、班長 4 人、納税組合長 1人、会計監査 2 人で行われてい
















 古蔵の総会は毎年 1 月の第 2 日曜日に若山公民館で行われている。総会後にはそのまま集まっ
た人たちでお酒を飲むこともあるようだ。 
 古蔵の区費は 1 軒につき年 10000 円となっている。これ以外にも、区内で何か事業などがある
場合は特別会計として、区費とは別にお金を徴収している。 
   
2.3 中田  
 中田の主な年間行事や活動としては3月の祈年祭、4月の春の祭り、9月の秋の祭り、11月の新
嘗祭などが挙げられる。また 6 月には河川の清掃やバーベキューを行っており、中田地区を 4 つ
に分けて運動会を行ったりすることもあるようだ。 
 中田の運営は区長 1 名、副区長 2名、班長 4 名、納税組合長 1名、生産組合長 2 名で行われて






























 経念の総会は毎年 1 回 1 月の第二日曜日に行われている。現在は集会所（経念生活改善センタ
ー）で行われているが、集会所が建つ以前は区長の自宅で行われていた。たいてい区長になる人
の家は大きかったそうで、総会の後はそのまま飲み会などをすることもあったそうだ。 





 古蔵の年間行事や活動としては、4 月の春の祭り、9 月の秋の本祭りなどがあり、年に 2、3 回
古蔵地区全体での用水路や神社の草刈りや清掃の行事があり、清掃後には 1 人 500 円で参加でき
るバーベキューも行われているようだ。他にも年に 1 回、古蔵地区での日帰りの旅行があるのだ
が、これは役員でも何でもない世話好きの人たちが計画して行っている（古蔵、男性、72歳）。 
 古蔵の運営は区長 1 名、副区長 1名、班長 4 人、納税組合長 1人、会計監査 2 人で行われてい














 火宮の運営は区長 1 名、班長 3 名、相談役 3 名、会計監査 3 名、納税組合長 1 名で行われてい

















 1 月の総会以外にも、12 月にはこの総会に向けた役員会も開かれている。祭りの相談など、総
会以外にも必要がある場合は随時話し合いが行われているようだ。 
















役職 任期 人数 役職 任期 人数 
区長 2年 1人 区長 2年 1人 
区長代理 2年 1人 副区長 2年 1人 
運営委員 2年 8人（各班） 班長 1年 4人（各班） 
班長 1年 4人（各班） 納税組合長 2年 1人 
氏子総代 3年 1人 会計監査 2年 2人 
氏子総代代理 3年 1人 氏子総代 3年 1人 
生産組合長 1年 1人 
中田 火宮 
役職 任期 人数 役職 任期 人数 
区長 2年 1人 区長 2年 1人 
副区長 2年 1人 相談役 2年 3人（各班） 
班長 1年 4人（各班） 会計監査 2年  3人（各班） 
納税組合長 2年 1人 班長 1年 3人（各班） 
生産組合長 2年 2人 納税組合長 2年 1人 
向 
役職 任期 人数 
区長 2年 1人 
班長 1年 4人（各班） 
生産組合長 2年 1人 
農協総代 3年 4人 
神社責任者総代 2年 1人 
神社氏子総代 2年 4人（各班）        
（出所：筆者作成） 
 















 火宮の運営は区長 1 名、班長 3 名、相談役 3 名、会計監査 3 名、納税組合長 1 名で行われてい

















 1 月の総会以外にも、12 月にはこの総会に向けた役員会も開かれている。祭りの相談など、総
会以外にも必要がある場合は随時話し合いが行われているようだ。 





















年前の平成 22（2010）年度の会員の数は経念 41 名、古蔵 19 名、中田 28 名、火宮 21 名、向 15




































































年前の平成 22（2010）年度の会員の数は経念 41 名、古蔵 19 名、中田 28 名、火宮 21 名、向 15































3.3.3  婦人会 


















































3.3.3  婦人会 






 今回若山町の 5 地区を調査してみて分かったことは、各地区とも基本的な運営のシステムは似
ている部分が多いということだ。中でも気になったのは、住民の方々の話を聞いていく中で分か
った、各役割に任期はあるものの再任する場合が多いということだ。これは各地区でも同じであ
るようだった。この理由として多くの方が話していたのが、役員ができる人の数が少ないという
ことである。現在若山町全体として高齢化が進み、若い人たちはどんどん都市部に出て行ってし
まっているようだ。そのため、高齢化の進む区の中で運営を行うことのできる人たちを選ぼうと
すると、どうしても人数は限られたものになってくる。結果として同じ人が同じ役員を何年も続
けて行うことも、当然のものと考えられる。 
 また、子供の数が少ないという話も今回の調査の中でよく聞いた話である。向に住むある方（男
性、40歳）は、「自分が小学生のころはまだ子供会があって、皆で海に行ったり遊んだりしたんや
けどな。今はもうなくなってしまったんよ。」と少し寂しそうに語っていた。向を含む若山5地区
の中で現在子供会が活動している地区は無い。青壮年会も活動はしているものの、人数が少なく、
年齢制限を緩和して人数を増やそうとしている区も見られ、満足な活動ができていない印象を受
けた。これに対して、5地区の合同の老人会である若山長寿会は非常に活発に活動を行っているよ
うだった。高齢者が多いことと、5地区をまとめているために人数も多くなっていることが理由だ
と思われる。 
 ある方が「若い人がいないと祭りも町も活気がでない」と話していた。実際、祭りの際に御輿
を出そうと思っても、御輿を担ぐ年代の人たちの数が足りずないことが多いそうだ。そうした活
気を取り戻すためには、5地区がまとめられている若山長寿会のように区にとらわれない組織やシ
ステムも今後大切になってくるように感じられた。 
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